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Pick up Topics!

P2-4… 平成 25 年度卒業証書授与式挙行される
P8-11… 平成 26 年度六ヶ所村の予算と事業を
　お知らせします

Information

P18…村教育委員会から新施策をお知らせします
P20…たのしむべ ! キッズマラソン 2014 開催

photo　卒業式で別れのことばを述べる卒業生（千歳中学校）
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卒
業
生
代
表
の
鳥
山
諒
君
が
「
私

た
ち
は
こ
の
六
ヶ
所
高
校
の
校
訓

で
あ
る
『
創
造
、自
律
、勤
勉
』
と
、

３
年
間
で
培
っ
た
も
の
全
て
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
活
か
し
、
困
難

が
あ
っ
て
も
怯
む
こ
と
な
く
前
を

向
い
て
先
の
未
来
へ
進
ん
で
行
き

ま
す
」と
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、

答
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
、最
後
の
校
歌
斉
唱
。

卒
業
生
た
ち
は
学
び
舎
の
思
い
出

を
歌
声
に
込
め
、
涙
を
流
し
な
が

ら
歌
い
ま
し
た
。

　

退
場
の
号
令
が
か
か
る
と
卒
業

生
は
恩
師
で
あ
る
担
任
へ
、
共
に

過
ご
し
た
思
い
出
や
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、握
手
を
交
わ
し
た
り
、

抱
き
し
め
合
っ
た
り
し
て
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、
千
歳
中
学
校
（
山

﨑
秀
樹
校
長
、
生
徒
79
人
）
で
20

人
の
卒
業
生
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
校
長
は
「
幸
せ
な
新
し
い

日
本
の
国
を
つ
く
る
主
役
は
君
た

ち
で
す
。卒
業
式
が
終
わ
っ
た
ら
、

君
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
し

て
く
だ
さ
い
。
瑞
々
し
い
感
性
を

持
ち
、
希
望
に
溢
れ
て
い
る
君
た

ち
の
前
途
に
幸
多
か
れ
と
式
辞
と

い
た
し
ま
す
。
卒
業
本
当
に
お
め

　

３
月
１
日
、
六
ヶ
所
高
校
（
柴

垣
博
孝
校
長
、
生
徒
１
８
５
人
）

の
卒
業
生
59
人
が
新
た
な
道
へ
歩

み
出
し
ま
し
た
。

　

柴
垣
校
長
は
式
辞
で
「
皆
さ
ん

の
前
途
は
揚
々
で
す
。
流
汗
悟
道

の
精
神
と
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
・

オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
の
精
神
、
そ

し
て
卑
怯
を
述
べ
る
正
々
堂
々
と

行
動
す
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
を

発
揮
し
て
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

　

送
辞
で
は
在
校
生
を
代
表
し
、

千
葉
晃
裕
君
が
「
私
た
ち
在
校
生

は
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
の
素
晴
ら
し
さ
、
仲
間
と
の

絆
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
、
六
ヶ
所

高
校
の
新
た
な
る
伝
統
を
築
き
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
努
力
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
、

で
と
う
」
と
卒
業
生
に
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

送
る
こ
と
ば
は
在
校
生
を
代
表

し
畑
中
希
望
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
は

い
つ
も
明
る
く
元
気
で
、
そ
し
て

何
よ
り
も
ず
っ
と
す
て
き
で
し

た
。
私
た
ち
も
活
発
な
学
校
づ
く

り
を
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が

築
い
て
い
っ
た
伝
統
を
、
今
度
は

私
た
ち
が
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と

述
べ
、
別
れ
の
言
葉
を
卒
業
生
代

表
の
渡
辺
泰
正
く
ん
が
「
私
た
ち

は
仲
間
と
過
ご
し
た
時
間
を
か
け

が
え
の
な
い
宝
物
に
し
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
。
本
日
卒

業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
歩
ん
で
行
き
ま
す
。
３

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
、
卒
業
生
と
在
校
生

が
別
れ
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

仲
間
と
一
緒
に
過
ご
し
た
時
に

思
い
を
馳
せ
、
力
強
く
言
葉
を
紡

過ごした時間に、心からの感謝を

平成 25 年度卒業証書授与式挙行される

３月、村内の各校で 262 人の児童・生徒が卒業を迎えました。

関わってきた全ての人たちへ感謝しながら、

その表情は晴れ晴れしく…

卒業生たちは希望を胸に新たな一歩へ歩みだしました。

Pick Up Topics　平成 25 年度卒業証書授与式

1_ 式辞を述べる柴垣校長　2_ 答辞を述べ
る鳥山君　3_ 校舎の通路には、卒業を祝い
桜が飾られていました　4_ 厳粛な雰囲気
の中、入場する卒業生たち　5_ 涙を流し
ながら校歌を歌う卒業生　6_ 退場時、愛
情を込めて育ててくれた保護者へ深々と
一 礼　7_ 恩 師 と 抱 き 合 う 卒 業 生（ 六 高 ）13_ 卒業証書を受け取った卒業生たちは感謝するように証書を高く掲げる　

14_ 式辞を述べる山崎校長　15_ 校長式辞を真摯な表情で聞く卒業生（千中）

10_ 別れのことばを読み上げる
渡辺君　11_ 玄関には卒業を祝
い、写真やメッセージが飾られていました　12_ 山崎校長か
ら卒業おめでとうと渡される卒業証書（千中）

8_ 柴 垣 校 長
から卒業証書
を受け取る卒
業生   9_ 校歌
の楽譜には先
生の想いが込
められていま
す（六高）
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六
ヶ
所
村
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

２
０
１
４
が
２
月
23
日
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
２
５
０
人
の
来
場
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
12
カ
国
の
ブ
ー
ス
が
集
結

し
、
今
年
は
ギ
リ
シ
ャ
、
タ
イ
、
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
３
カ
国
が
初
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
内
在

住
の
外
国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
伝
統

料
理
や
文
化
を
と
お
し
て
来
場
者
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

試
食
に
先
立
ち
、
各
国
の
外
国
人
が

流
暢
な
日
本
語
で
母
国
を
紹
介
。
ブ
ー

ス
に
は
、
自
慢
の
料
理
、
展
示
さ
れ
た

写
真
、
衣
装
、
気
軽
に
遊
べ
る
ゲ
ー
ム

な
ど
が
用
意
さ
れ
「
皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ブ
ー
ス
前
で
は
、
マ
ハ
ラ

ジ
ャ
時
代
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム
が
注
目

を
集
め
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
が

遊
び
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
タ
イ
ブ
ー
ス

で
は
、
ニ
ン
ジ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
を
彫
刻

し
た
花
細
工
を
紹
介
。
そ
の
精
巧
な
作

り
は
、
女
性
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
恒
例

の
寸
劇
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
世
界
○
×
ク
イ
ズ
」「
世
界
の
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
」「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
総
勢
50
人
に
よ
る
合
唱

は
、
合
同
練
習
が
開
催
数
日
前
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
番
で
は
息
の
合
っ

た
「
イ
ッ
ツ
・
ア
・
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル

ド
」
を
大
熱
唱
。
会
場
は
小
さ
な
世
界

の
よ
う
な
一
体
感
と
な
り
、
温
か
い
拍

手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
投
票
で
決
ま
る

Ｍ
Ｖ
Ｂ
賞
（
最
優
秀
ブ
ー
ス
）

に
見
事
、
韓
国
ブ
ー
ス
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
「
や
は
り
ホ
ン
さ
ん
が
作
っ

た
の
り
巻
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
材
料
に
は
、
た
く

わ
ん
や
ゴ
マ
油
な
ど
を
使
っ

て
い
る
の
で
韓
国
と
日
本
の

味
覚
が
合
い
や
す
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
お
い
し
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
メ
ン
バ
ー
た

ち
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ン
さ
ん
は
、
朝
７
時
か

ら
作
業
を
始
め
、
心
を
こ
め

て
32
本
の
の
り
巻
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
試
食
に
３
本
も

食
べ
て
し
ま
う
く
ら
い
、
ス

タ
ッ
フ
に
も
大
好
評
で
し
た
。

異文化交流フェア
２０１４

各国の料理や文化を体験！

会場はイッツ・ア・スモールワールド

タイブースでは、ヨタカさん㊥がカービングを紹介。
カービングはタイの伝統的な文化の一つで、果物
や野菜などに立体的で美しい装飾を施した彫刻。

『イッツ・ア・
スモールワー
ルド』で会場
はひとつに

ギリシャブース
では、ヨーグル
ト を ベ ー ス に
キュウリやハー
ブなどを加えた

『 ザ ジ キ 』 が 振
る舞われました

おめでとう！韓国ブース

韓国ブーススタッフの皆さん

ぐ
卒
業
生
た
ち
。涙
が
頬
を
伝
い
、

別
れ
を
惜
し
む
生
徒
た
ち
の
歌
声

は
会
場
を
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で

包
み
込
み
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
尾
駮
小
学
校
（
千

葉
信
親
校
長
、
児
童
２
３
１
人
）

で
卒
業
生
37
人
が
夢
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
、
証
書
を

受
け
取
っ
た
卒
業
生
一
人
一
人
が

壇
上
で
将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
し

た
。「
わ
た
し
の
夢
は
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
」「
ぼ
く
の
夢
は
ね
ぶ
た

師
に
な
る
こ
と
」
な
ど
―
瞳
を
輝

か
せ
な
が
ら
堂
々
と
語
り
ま
し

た
。

　

式
辞
で
千
葉
校
長
は
「
今
皆
さ

ん
か
ら
将
来
の
夢
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
夢
も
誰
か

の
た
め
に
何
々
し
た
い
、
と
い
う

思
い
が
こ
も
っ
た
と
っ
て
も
い
い

夢
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
叶
え
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自

分
が
持
っ
て
い
る
限
り
な
い
可
能

性
を
引
き
出
す
に
は
思
い
き
っ
た

挑
戦
あ
る
の
み
。
中
学
校
で
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
卒
業

生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

門
出
の
言
葉
で
は
、
６
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
甦
ら
せ
な
が
ら
卒

業
生
が
朗
唱
を
披
露
。
そ
の
気
持

ち
に
応
え
る
よ
う
に
在
校
生
も
力

強
く
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

退
場
時
、
在
校
生
や
保
護
者
の

前
を
涙
を
拭
い
な
が
ら
歩
く
卒
業

生
た
ち
。
入
学
時
の
小
さ
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
成
長

し
た
姿
に
保
護
者
た
ち
は
目
を
細

め
、
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

Pick Up Topics　平成 25 年度卒業証書授与式
Pick Up Topics

1_ 成 長 し た 我 が 子 の 姿 に 涙 を
流 す 保 護 者　2_ 卒 業 生 か ら 先
生 へ 感 謝 の 言 葉　3_ 卒 業 生 20
人 が 堂 々 と 歌 を 披 露　4_ 退 場
時、 後 輩 と の 触 れ 合 い（ 千 中 ）

5_ 卒業記念品寄贈では中村奏太君
が目録を読み上げた　6_ 在校生が
卒業生の似顔絵やメッセージで廊下
を彩る　7_ 式辞を述べる千葉校長
8_ 涙を拭いながら退場　9_ 卒業生
一人一人が壇上で夢を発表　10_ 在
校生は力強く門出の言葉を贈った
11_ 教 え 子 の 旅 立 ち
に 涙 が こ み 上 げ る 担
任　12_ た く さ ん の
拍 手 と 涙 に 見 送 ら れ
ながら退場（尾駮小）

　フランスブース
では、レバーペー
ストや鴨などの各
種パテを用意。パ
ンにぬっていただ
きます
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親子で一緒にスケート楽しむ
村親子スケート教室を開催

あなたの心は元気ですか？
平沼集会所で健康学習会開催

スケート教室の参加者たち

「夢は世界ナンバーワンに」
佐藤豪皇くんがレアル・スペイン遠征へ

いきいき人生の手助けに
ことぶき教室・修了式

米田先生㊧による脳卒中についての講演

センターの「理念」考える
村医療センター　ワークショップ実施

壁に張られたテーマに考えを張る参加者たち

報告に訪れた佐藤くん（中央㊨）

Rokkasho Topics 六ヶ所トピックス

　健康課主催のこころの健康づくり学習会「あなたの心は元気
ですか？」が２月 21 日、平沼集会所で開かれ、参加者がうつ
病や傾聴について理解を深めました。
　この学習会は、簡単にできるこころの健康づくりについて学
んでもらおうと毎年各地区で行われています。

　講師は在宅保健師の北山つね子さんが務め、和やかな雰囲気
の中で学習会が進められました。
　村でも近年、うつ病や自殺者の数が増えているのが現状です。
こういった病は本人の努力だけでなく、周囲の人が理解を示し

「気づき・傾聴・つなぎ・見守り」の４つを心掛けることが大
切です。
　今回の学習会はストレスに対する考え方やうつ病についての
話の他、「傾聴」に重点をおいて進められました。
　傾聴とは、本人の気持ちを尊重し耳を傾けること。表情や相
づちなどを交えながら話をきいてもらうことで、聞いてもらっ
た人が前向きな気持ちになれます。
　その効果を感じてもらおうと傾聴で大切な「あいづち・うな
ずき・うながし・オウム返し」を意識しながら、参加者が２人
１組になって、話を聴くことを実践。参加者は「ちゃんと話を
聴いてもらえたなと思って良かった」と笑顔を見せていました。
　北山さんは「日常会話でも相手の気持ちになって聞くことが
大切。難しいと構えずに実践してみて」と話しました。

　参加者は「最近自分も病気になったことがあって、すごく悩
んだり死も考えたり、今まで体験したことのない気持ちを経験
したことがあった。話を聞いてとても勉強になりました」と話
していました。

＊大切な人を守るための４つの心掛け＊
❶気づき　家族や仲間の変化に気づいて声を掛け
　る。「どうしたの？」など声掛けが重要。
❷傾聴　本人の気持ちを尊重しながらじっくり話
　を聴き、気持ちを肯定的に理解する。
❸つなぎ　相談された人が自分で抱え込まず、専
　門家や保健師に相談する。
❹見守り　悩みを抱えた人が必死に発してるサイ
　ンを的確にとらえる。長期間の見守りが必要。

㊤笑いを交えながら、
和やかな雰囲気の中
で進められた学習会
㊧たくさんの人が参
加して、北山さんの
話へ熱心に耳を傾け
ていました。

　六ヶ所村親子スケート教室が２月 23 日にサンワアリーナ青
森で行われ、参加者 26 人がスケートを楽しみました。
　この教室は親子でスケートの楽しさを体験すること、参加者
の交流を図ることを目的に毎年開催されています。
　当日は初心者スケート講習を受けた後、参加者は自由にリン
クを滑走していました。また、同日開催されていたエンジョイ
スケートフェスティバルの一環で、アイスホッケーチームのフ
リーブレイズがリンク内でイベントを行っていました。
　イベントに参加した人はフリーブレイズの関連グッズをもら
い、子どもたちは選手と触れ合うなどしながら、スケート教室
が終了するまでのひとときを各自楽しみました。

　六ヶ所ＦＣ（中村憲光代表）に所属している佐藤豪皇くん（尾
駮小３年）が「レアル・マドリードファンデーションチャレ
ンジキャンプ 2014」の優秀選手に選ばれたことを３月 14 日、
古川健治村長へ報告しました。
　同キャンプはスペインのサッカーチーム「レアル・マドリー
ド」がトップ選手育成のための原石の発掘を目的に行なってお
り、2014 年は日本６会場で実施。夏、弘前会場のキャンプで
優秀選手に選ばれた佐藤君は、３月 28 日～４月４日の間、国
内から選抜された 50 人の選手と共にレアルの本拠地スペイン
でのチャレンジキャンプへ参加します。
　古川村長は「学校にも村にも励みになること。頑張ってきて
ください」と佐藤君を激励。佐藤君は「夢はビッククラブに入っ
て世界ナンバーワンをとること。ドリブルもパスも正確にして、
コーチに認められるように頑張りたい」と目を輝かせながら話
しました。

　村主催の第６回ことぶき教室が３月７日に中央公民館で行わ
れ、村内各老人クラブの会員 45 人が参加しました。
　今回は千歳平診療所の米田喜與志先生が「日常生活の違和感
で脳卒中を早期発見」という演題で講演を行いました。参加者
たちは脳卒中の初期症状や、身体的にどのような変化があるか
について絵を描きながら学びました。
　その後、ことぶき教室の修了式が行われ、25 年度の教室に
３回出席した 28 人が修了証を授与されました。
　修了証をもらった受講者は「来年度も一つでも多く教室に参
加したい」と意気込みを話していました。

　本年８月に開所する「六ヶ所村医療センター」の関係者が２
月 23 日、六ケ所原燃ＰＲセンターで第２回ワークショップを
行いました。
　第１回ワークショップではマインドマップを使い、センター
を運営していくための理念の具体案を作成しました。第２回で
はその意見をさらに深めて、創り上げた理念を施設のシンボル
にするために行なわれました。
　参加者たちは、医療・地域・職場環境・笑顔など前回話し合
われたテーマに沿って考えを書き出して理解を深め、センター
の根幹となる大きな８つの理念を作り上げました。
　参加者は「利用者を大切にするためには、職員の関わりが基
本となり大切だと思った」と前向きな表情を浮かべていました。
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平成 26 年度の一般会計当初予算は
133 億 8,000 万円（前年度比 24.7％減）

平成 26 年度六ヶ所村の予算と
事業をお知らせします

　このたび、平成 26 年度の当初予算が３月議会で可決されました。
　予算とは、六ヶ所村の１年間の収入〈❶歳入〉と支出〈❷歳出〉
の計画です。26 年度の１年間に、どのくらいの収入が見込め、何
にいくら使うのかが分かります。

　26 年度の一般会計当初予算の歳入歳出は 133 億８千万円で、25 年度の 177
億６千万円と比べ、43 億８千万円（24・7％）の減となりました。

　26 年度の予算編成にあたっては、昨年度に引き続き『自然が彩る豊かな未
来を拓く躍進・発展のまち』を将来像とする第三次六ヶ所村総合振興計画を核
に据え、その具体的な推進に向けて「定住促進と子育て支援・産業振興予算」
としました。
　財政基盤の確立と、公正で透明性の高い行政運営を基本にした同計画の７つ
の重点施策に沿った予算編成です。
　７つの重点施策は❸重点施策別の主な事業〈10、11 ページ〉をご覧ください。

■ 村には、右の３つの会計が
　あります

2　歳出

単位：百万円

歳出（性質別）
26 年度 25 年度 年度比較

義
務
的
経
費

人件費 1,929 1,776 153
扶助費 544 542 2
公債費 598 481 117

任
意
的
経
費

物件費 2,320 2,008 312
補助費等 2,782 2,336 446
繰出金 897 1,287 △ 390
積立金 113 137 △ 24
普通建設事業費 3,734 8,910 △ 5,176
その他 463 283 180
歳出合計 13,380 17,760 △ 4,380

　歳出は、「義務的経費」と「任意的経費」に分ける
ことができます。義務的経費とは、支出が義務付け
られ、任意に削減ができない経費であり、任意的経
費とは村が任意に支出でき、また村の意思によって
削減できる経費をいいます。

～用語解説～
人件費　職員の給与や議会議員などの報酬など
扶助費　法令に基づいて被扶助者に支給される経費
　　　　（児童手当や医療扶助など）
公債費　事業を行うために借り入れたお金の償還金
物件費　消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
補助金等　各種団体などへの補助金など
繰出金　一般会計から特別会計などへ繰り出すお金
積立金　各種基金へ積み立てるお金
普通建設事業費　道路の整備や公共施設などの建設に要するお金
その他　維持補修費、投資、出資、貸付金など

1　歳入

　歳入は「自主財源」と「依存財源」に分けること
ができます。自主財源とは、地方税をはじめ、村が
自主的に収入できるお金であり、また依存財源とは、
国や県から交付されるお金や借金（村債）によって
まかなったりするお金を言います。

単位：百万円

歳　入
26 年度 25 年度 年度比較

自
主
財
源

村税 7,393 7,354 39
繰入金 418 2,407 △ 1,989
諸収入 682 749 △ 67
その他（自主） 342 285 57

依
存
財
源

国庫支出金 3,556 4,680 △ 1,124
県支出金 731 1,070 △ 339
村債 0 966 △ 966
その他（依存） 258 249 9
歳入合計 13,380 17,760 △ 4,380

～用語解説～
村税　皆さんから納めていただく税金や会社の法人税など
繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
諸収入　預金利子や村が貸与した貸付金の返済金など
その他（自主）　公共施設の使用料、繰越金や分担金、負担金など
国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補助金など
県支出金　事業を行うための県からの負担金・補助金など
村債　事業を行うために借り入れるお金
その他（依存）　地方交付税、地方譲与税、各種交付金など

一般会計
行政運営の基本的
な経費を計上した
会計

特別会計
一般会計と区別し
て経理する必要が
ある会計（国民健康
保険特別会計など）

企業会計
民間企業のように
利用料金などの収
益で運営している
会計

村の予算 ①歳入 ②歳出 ③主な事業 ④会計別 ⑤一人あたりの予算 村の予算 ①歳入 ②歳出 ③主な事業 ④会計別 ⑤一人あたりの予算
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（平成 25 年度をもって廃止となるもの）
※国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定）は、指定管理者制度の導入により廃止
※定住促進特別会計及び土地区画整理特別会計は、事業完了に伴い廃止

　26 年度の村の一般会計は、昨年度より 43 億８千万円（前年度比 24・７％）減の 133 億８千万円です。
　国民健康保険特別会計などの４特別会計の合計は 22 億 7809 万２千円（前年度比１・５％増）、水道
事業会計などの３会計は合計で 24 億 8700 万９千円（前年度比 48・８％増）となっています。

3　重点施策別の主な事業

地域の自立を支える、多様な産業の振興と
立地による

「夢と活力のある産業づくり」

泊地区製氷・貯氷施設整備事業
漁業振興対策助成事業
農道整備事業
平沼二階坂農道整備事業
酪農振興センター改修事業
野菜等産地生産・販売力強化事業

1,519,413
288,392

50,500
33,152
31,595
13,520

・
・
・
・
・
・

1

・
・
・
・
・
・

地域の個性を守り育てる、文化と人材
育成による

「個性あふれる人・文化づくり」

学校給食センター管理事業
各小中学校改修事業
奨学資金貸与事業
小中学校給食費補助金
教育用パソコン購入事業
タブレット端末購入事業

153,410
87,963
59,640
43,223
31,119
25,704

2 住民の暮らしと健康を守る、福祉と医療の
提供による

「誰もが豊かに暮らせる健康づくり」

障害者自立支援給付費事業	
屋内温水プール整備事業	
後期高齢者療養費給付事業	
総合運動公園第３球場照明灯改修事業

（仮称）総合医療福祉施設整備事業
臨時福祉給付金・子育て世帯特例給付
金事業

233,700
144,030

83,701
75,708
67,250
52,706

・
・
・
・
・
・

3

・
・
・
・
・

地域の安全を守る、防災・消防、防犯
体制の強化と充実による

「災害の憂いをなくす安全づくり」

北部上北広域事務組合負担金（消防）
防災行政用無線施設更新整備事業
水道施設発電機設置事業
石油貯蔵施設立地対策事業
防犯灯設置事業

965,304
341,280

87,088
33,507

7,800

4

・
・

分権型社会に対応できる行財政運営の
推進による

「時代に対応した行政組織づくり」

指定管理業務委託
システム開発及び保守委託

349,708
57,359

7

・
・
・
・

持続的な地域社会を構築する、
生活・産業と環境の共生による

「大切な自然を守る環境づくり」

一般廃棄物最終処分場改修事業
北部上北広域事務組合負担金（焼却場）
再生可能エネルギー等導入促進事業
下北地域広域行政事務組合負担金

（し尿処理）

239,999
118,969
106,828
102,162

5

・
・
・
・
・

地域社会の未来を拓き創る、
都市基盤の充実と都市開発による

「快適な暮らしを創る都市づくり」

西部処理区整備事業
除雪対策事業
南部処理区整備事業
橋梁維持補修事業
平沼高瀬川１号線道路改良整備事業

759,825
206,777
129,000

82,630
79,656

6

4　一般・特別・企業会計別

単位：千円

会　計　名 26 年度当初予算額 25 年度当初予算額 比　較
一般会計 13,380,000 17,760,000 △ 4,380,000

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 1,174,099 1,192,125 △ 18,026
後期高齢者医療特別会計 69,735 65,026 4,709
国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定）（※） ― 742,747 ―
国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 89,396 92,047 △ 2,651
介護保険特別会計（保健事業勘定） 944,862 896,328 48,534
定住促進特別会計（※） ― 25,201 ―
土地区画整理特別会計（※） ― 185,561 ―

企
業
会
計

水道事業会計 513,653 596,548 △ 82,895
農業集落排水事業会計 146,707 112,043 34,664
下水道事業会計 1,826,649 962,321 864,328

合　計 18,145,101 22,629,947 △ 4,484,846

　一般会計の歳出予算 133 億８千万円を村の人口 10,843
人で割り、一人あたりの金額を算出しています。
　26 年度に村民一人あたりに使われる金額は、約 123
万４千円です。
　下記円グラフの費目別に、一人あたりの予算額と全体
の予算〈（　）内〉を掲載しています。

5　村民一人あたりの予算

　26 年 度 の 予 算 編 成 に あ
たっては、村が掲げる７項目
の重点施策をもとに、公正で
透明性の高い行政運営を行う
ことを基本としました。

（単位：千円）

村の予算 ①歳入 ②歳出 ③主な事業 ④会計別 ⑤一人あたりの予算

人口　１０，８４３人
（H26.2.28 現在）

村の予算 ①歳入 ②歳出 ③主な事業 ④会計別 ⑤一人あたりの予算
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参
加
申
し
込
み
は
、
六
ヶ

所
村
国
際
交
流
推
進
委
員
会

事
務
局
ま
で
。

■
対
象

六
ヶ
所
村
出
身
ま
た
は
六
ヶ

所
高
校
に
在
学
し
て
い
て
、

原
則
と
し
て
派
遣
・
受
入
と

も
に
可
能
な
家
庭
の
高
校
生

■
派
遣
先　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡

■
期
間

○
派
遣　

７
月
下
旬

○
受
入　

８
月
上
旬
（
４
日

間
程
度
）

■
募
集
人
員　

12
人

■
参
加
負
担
金　

３
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
９
日
金

問
六
ヶ
所
村
国
際
交
流
推
進

委
員
会
事
務
局
（
国
際
教
育

研
修
セ
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タ
ー
内
）

☎
７
３
―
８
５
７
５

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
広
報
と
一
緒
に

毎
月
配
布
し
て
い
る
国
際
交

流
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
「
六
ヶ

所
ワ
ー
ル
ド
」
に
も
、
国
際

色
豊
か
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情
報
が
た
く
さ
ん

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春から外国語の勉強を始めてみませんか
語学教室のお知らせ

＊今月の襄陽日和はＰ 16 に掲載しています

曜日 時　間 教室名 対　象

火

17：00 ～ 18：00 キッズドイツ語教室 小学４～６年生

18：30 ～ 19：30
ドイツ語教室（初級） 一般

フランス語教室
（初級・中級）※ 一般

水
17：00 ～ 18：00 キッズ英会話教室 小学４～６年生

18：30 ～ 19：30 英会話教室（初級・中級）※ 一般

木
18：00 ～ 19：00 韓国語教室（初級） 一般

19：00 ～ 20：00 韓国語教室（中級） 一般

※初級と中級の２種類のクラスがありますが、同時間にそれぞれ分かれて行います

■場所　国際教育研修センター
■費用　無料
問申込先　国際教育研修センター　☎ 73―8575

平
成
26
年
度

高
校
生
相
互
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
交
流
事
業
参

加
者
募
集
！

　簡単で美味しいドイツの家庭料理を作ります。
　今回の前菜は「長ネギのスープ」、主菜はキノコ
のソースをかけた「パン団子」です。
　「長ネギのスープ」は優しい味の温かいスープで
す。「パン団子」は南ドイツの有名な料理で、食パ
ンを牛乳で柔らかくし、手で丸め、お湯でゆでたも
のです。

■日時　４月 22 日火
　　　　午後６時 30 分～９時
■場所　スワニー
■募集人数　15 人（先着順）
■費用　材料費
■持ち物　エプロン
■申込受付期間
　４月１日火～ 18 日金

問申込先
　国際教育研修センター
☎ 73―8575

４月のマンスリーイベント
国際交流員ジェニーと

ドイツ料理を作ってみませんか？

㊤パン団子、㊦長ネギのスープ

■
期
間　

４
月
６
日
日
か
ら

15
日
火
ま
で
の
10
日
間

【
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日　

４
月
10
日
木
】

■
運
動
の
重
点

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

こ
の
時
期
は
新
入
学（
園
）

児
が
通
学
を
は
じ
め
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
通
行
量
が
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
解

け
が
進
み
、
高
齢
歩
行
者
の

通
行
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
歩

行
者
の
通
行
量
が
多
い
場
所

を
通
る
際
は
、
徐
行
運
転
を

す
る
な
ど
、
子
ど
も
と
高
齢

者
に
対
す
る
思
い
や
り
運
転

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
（
特
に
、
自
転
車
安
全
利

用
五
則
の
周
知
徹
底
）

　

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
で

す
。
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に

ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は

基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
「
自
転

車
安
全
利
用
五
則
」を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

　
「
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
っ

て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？
」

「
不
審
者
を
見
か
け
た
と
き
は

通
報
し
て
い
い
の
な
？
」
な

ど
、
そ
ん
な
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

　

青
森
県
警
で
は
、
子
ど
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

の
構
築
と
子
ど
も
の
防
衛
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
今
年
も
「
保
護
者
や

学
校
関
係
の
方
々
を
対
象
と

し
た
安
全
講
習
会
」
を
県
内

６
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
や
地
域
の
方
々

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

　
「
県
内
の
子
ど
も
を
狙
っ

た
犯
罪
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
？
」「
役
立
つ
防

犯
グ
ッ
ズ
は
？
」
な
ど
の
疑

問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

■
講
習
会
の
内
容

①
県
内
の
子
ど
も
を
狙
っ
た

事
件
・
事
故
な
ど
の
発
生
状

況
②
子
ど
も
の
防
衛
意
識
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
③
万
が
一
被
害
に
遭
遇
し

た
際
の
対
処
方
法
④
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り
組

み
な
ど
―

　

日
程
な
ど
は
、
県
警
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
皆
さ

ん
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
・
女
性
安
全
推
進
室

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

う
に
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

運
転
席
、
助
手
席
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
座
席
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
乗
車
さ

せ
る
と
き
は
、
体
格
に
あ
っ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

を
正
し
く
取
り
付
け
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
「
犯
罪
」
で

す
。
ま
た
、
運
転
者
だ
け
で

な
く
、
運
転
す
る
人
に
酒
を

飲
ま
せ
た
り
、
車
を
貸
し
た

り
、
同
乗
す
る
こ
と
も
「
犯

罪
」
で
す
。
飲
酒
運
転
の
危

険
性
、
重
大
性
を
十
分
認
識

し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

■
県
民
の
み
な
さ
ん
へ

◎
ラ
イ
ト
は
早
め
点
灯
！

　

夕
暮
れ
時
、
夜
間
は
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

「
見
る
こ
と
」「
見
せ
る
こ
と
」

を
徹
底
し
、
対
向
車
や
先
行

車
が
い
な
い
と
き
は
ラ
イ
ト

を
上
向
き
に
し
、
危
険
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
反
射
材
用
品
を
身
に
付
け

よ
う

　

反
射
材
用
品
を
身
に
付
け

る
と
、
車
の
ラ
イ
ト
を
反
射

し
て
、
運
転
者
に
自
分
の
位

置
を
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
反
射
材
用
品

を
身
に
付
け
て
交
通
事
故
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

　

毎
年
４
月
は
新
入
学（
園
）

児
が
、
慣
れ
な
い
通
学
路
を

通
い
始
め
る
な
ど
子
ど
も
が

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
目
の
前
の
こ
と

に
夢
中
に
な
り
、
周
り
を
確

認
す
る
こ
と
な
く
急
に
走
り

出
す
な
ど
、
交
通
事
故
に
遭

う
危
険
性
が
非
常
に
高
い
た

め
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

大
人
が
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

思いやり運転で事故をゼロに
春の全国交通安全運動のお知らせ

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

②２月末の村の物件事故発生状況
平成 26 年 25 年

前年比
２月中 累計 累計

22 53 67 -14

平成 26 年 25 年 前年比２月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 1 2 5 1 4 3 0 6 +2 +1 -2

①２月末の村の人身事故発生状況

保
護
者
・
学
校
関
係
者

な
ど
に
対
す
る
安
全
講

習
会
の
開
催
に
つ
い
て
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

や
ぶ
さ
」
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
今
や
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
に
実
績
の
あ
る
国
々
で

は
、
静
止
衛
星
の
打
ち
上
げ

は
商
業
ベ
ー
ス
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）
六
ヶ
所
村

に
環
境
科
学
技
術
研
究
所
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
さ
な
閉
鎖
環

境
の
中
に
テ
ラ
と
同
じ
物
質

循
環
を
実
現
す
る
た
め
に

「
閉
鎖
型
生
態
系
実
験
」
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
「
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
内
の
閉
鎖
空
間
」

に
も
通
じ
、
さ
ら
に
は
テ
ラ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
も
通
じ
る

す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
研
究

を
逆
利
用
し
て
、
良
好
と
は

い
え
な
い
環
境
の
テ
ラ
を
、

健
康
的
と
い
う
方
向
へ
シ
フ

ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

■
「
健
康
と
内
部
被
ば
く
」

　

ま
ず
は
、
誰
で
も
健
康
で

あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

内
部
被
ば
く
よ
り
有
害
な

内
部
複
合
汚
染
の
代
表
者
で

あ
る
た
ば
こ
を
、
家
庭
内
に

持
ち
込
ま
な
い
こ
と
で
す
。

　

次
に
全
て
の
原
子
力
関
連

施
設
は
、
軍
事
利
用
、
平
和

利
用
に
関
わ
ら
ず
、
危
険
な

核
廃
棄
物
を
外
に
出
さ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　

各
施
設
か
ら
は
、
低
線
量

で
す
が
種
々
の
核
物
質
が
放

出
さ
れ
、
海
で
も
山
で
も
、

ど
こ
に
で
も
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
特
に
長
い
半
減
期
の
も

の
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
は
鼻
や
口
を
介
し
て

体
内
に
取
り
込
ま
れ
、
内
部

被
ば
く
物
質
と
し
て
細
胞
を

傷
つ
け
ま
す
。

　

病
気
に
な
る
と
い
う
証
拠

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
い
い
こ
と
に
、
確
実

に
、
じ
っ
く
り
と
何
十
年
も

か
け
て
直
接
遺
伝
子
を
傷
め

つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
低
レ
ベ
ル
放

射
線
の
長
期
的
影
響
に
つ
い

て
は
未
知
の
部
分
が
多
く
、

世
代
を
超
え
る
緻め

ん
み
つ密
な
研
究

が
必
要
で
す
。
20
、
30
年
後

の
近
未
来
だ
け
で
は
な
く
、

遠
い
未
来
に
も「
負
の
遺
産
」

を
残
す
こ
と
は
絶
対
に
避
け

る
べ
き
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
原
子
力

施
設
が
生
み
出
す
核
物
質
は

全
て
消
滅
処
理
さ
れ
る
べ
き

で
、
そ
の
技
術
は
一
日
も
早

い
確
立
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

可
能
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
ま
ま
で
は
、
私
た
ち

の
地
球
の
行
方
は
限
り
な
く

滅
亡
に
近
づ
き
、
つ
い
に
は

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
星
に
コ
ス
モ

ク
リ
ー
ナ
ー
を
取
り
に
行
く

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
を
待
つ
ば

か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。
そ
れ
も
不
可
能
な
ら

テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
計
画
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
は
原
子
力
関
連
施
設
の

住
民
ら
し
く
、
消
滅
処
理
や

内
部
被
ば
く
に
注
目
し
「
一

つ
の
汚
染
は
た
い
し
た
こ
と

が
な
く
て
も
」
た
ば
こ
と
核

物
質
の
複
合
汚
染
と
な
れ
ば

話
が
違
う
事
を
学
ぶ
べ
き
で

す
。

　

た
ば
こ
は
最
大
の
敵
で

す
。
全
村
の
家
庭
内
禁
煙
を

望
み
ま
す
。

「テラフォーミング」

千
歳
平
診
療
所　

所
長

米
田　

喜
與
志

■
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

　

今
回
は
「
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
（terra form

ing

）
地

球
化
：
火
星
や
金
星
や
月
な

ど
を
人
間
が
住
め
る
よ
う
な

星
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
言

葉
を
知
る
こ
と
で
、
地
球

（terra

）
を
守
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
こ

と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

は
、
Ｓ
Ｆ
の
世
界
と
思
い
き

や
、
な
ん
と
１
９
６
１
年
に

金
星
の
環
境
改
造
に
関
す
る

論
文
「
惑
星
金
星
」
が
サ
イ

エ
ン
ス
誌
に
発
表
さ
れ
、
そ

の
後
１
９
７
６
年
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
に
よ
る
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

１
９
９
１
年
に
は
火
星
の
テ

ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
計
画
に
関

す
る
論
文
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌

に
発
表
さ
れ
た
事
を
知
り
ま

し
た
。
今
で
も
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を

は
じ
め
、
一
部
の
科
学
者
が

研
究
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

地
球
環
境
の
悪
化
が
引
き

起
こ
す
難
治
の
病
や
症
状
に

多
く
の
人
々
が
苦
し
み
、
医

療
の
進
歩
が
追
い
付
か
な
い

と
、
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
計

画
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

す
。
そ
し
て
各
国
が
競
っ
て

研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

■
「
ロ
ッ
ク
ー
ン
と
テ
ラ
」

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
尾

駮
海
岸
で
ロ
ッ
ク
ー
ン
と
い

う
宇
宙
観
測
用
ロ
ケ
ッ
ト
を

飛
ば
す
実
験
が
行
わ
れ
、
見

に
行
き
ま
し
た
。
成
功
し
た

の
が
昭
和
36
年
（
１
９
６
１

年
）
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後

１
９
６
９
年
、
有
人
宇
宙
船

ア
ポ
ロ
11
号
の
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
船
長
が
月
面
に
第
一

歩
を
記
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
、
小
惑
星
イ

ト
カ
ワ
か
ら
１
５
０
０
も
の

微
粒
子
を
持
ち
帰
っ
た
「
は

　

今
年
度
の
健
診
の
申
込
案

内
が
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
と
一
緒
に
各
世
帯
に

メ
ー
ル
便
で
配
布
さ
れ
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
お
気
付
き

で
す
か
？　

自
分
は
健
康
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
病
気
は
進

行
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
ご
自
分
の
体
を

確
認
で
き
る
唯
一
の
方
法
で

す
。
さ
ぁ
、
家
族
み
ん
な
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎
職
場
で
健
診
を
受
診
さ
れ

る
人
へ

　

職
場
健
診
を
受
診
さ
れ
て

い
る
人
は
、
職
場
健
診
に

な
い
検
査
項
目
（
胃
が
ん
検

診
や
前
立
腺
が
ん
検
診
な
ど
）

だ
け
を
村
の
健
診
で
受
診
す

る
の
も
賢
い
受
け
方
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
保
険
証
の
種

類
に
関
係
な
く
、
全
て
無
料

で
受
診
で
き
る
上
、
仕
事
が

お
休
み
の
土
曜
日
に
は
が
ん

検
診
（
複
合
健
診
）
を
、
仕

事
帰
り
（
夜
間
）
に
婦
人
健

診
を
受
診
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎
社
保
等
被
扶
養
者
の
特
定

健
康
診
査
を
受
診
す
る
人
へ

　

４
月
か
ら
特
定
健
康
診
査

受
診
券
が
医
療
保
険
者
か
ら

配
布
さ
れ
ま
す
。
健
診
受
診

場
所
、
料
金
な
ど
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

村
の
集
団
健
診
を
利
用
し

受
診
し
た
い
人
は
、
青
森
県

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず

に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

問
青
森
県
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
７
（
７
４
１
）
２
３
３
６

＊
健
診
の
申
し
込
み
は
、
４

月
15
日
火
ま
で
で
す
。

　

専
用
の
申
し
込
み
は
が
き

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
１

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

運動や食事を通して生活習慣病を予防しよう
健康づくり事業（各種教室）を開催します

中村 柑菜ちゃん成田 剛久くん神 李后ちゃん 吉田 伶ちゃん鷹架 愛羽ちゃん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー 今月の歯ッピーエンゼルたち　２月４日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

受
け
よ
う
健
診
！

つ
か
も
う
安
心
！

平
成
26
年
度
各
種
健

康
診
査
申
し
込
み
の

お
知
ら
せ

＊
健
康
課
へ
の
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ　

問
健
康
課
（
直
通
）
☎
７
２
―
２
７
９
４

スリムリラックスヨガ教室

■日程・場所　　※全て火曜日
◎スワニー　リハーサル室
　５月 13 日・27 日、６月 10 日、７月８日
◎保健相談センター
　６月 24 日、７月 22 日
■時間　午前 10 時～ 11 時
■内容　ゆったりした音楽に合わせたヨガ
■持ち物　タオル、飲み物、ヨガマット
■申込締切　各日程の２日前まで
※ヨガマットが無い人は健康課でお貸しします
　ので、申し込みの際にお伝えください

◆みなさんのお宅に配布された『26 年度健康づくりカレンダー』に訂正個所があります
　＊１ページの③申込方法のメールアドレス　× 99050@rokkasho.jp　　　○ rks99050@rokkasho.jp
　＊ 11 ページの下　　　　　　　　　　  　　×１月は５日の日曜日から　○１月は５日の月曜日から

問申込先　健康課　☎ 72―2794（直通）

～みなさんの参加をお待ちしています～

栄養教室

■開催　４月 23 日水
■時間　午前９時 30 分～午後１時
■テーマ　脂質異常症予防の食事
■持ち物　エプロン、米 1 合
■申込締切　４月 18 日金
※偶数月に開催。詳細は健康づくり
　カレンダー裏面をご参照ください
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1
平
成
26
年
度
の
青
森
県
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

　

均
等
割
額
と
所
得
割
率
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
は

２
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
57
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

2
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
軽
減

措
置
は
、
判
定
基
準
を
拡
大
し

て
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
が
低
い
人
の
軽
減

◎
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お

よ
び
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の
所

得
を
合
わ
せ
た
合
計
所
得
に
応

じ
て
、
左
表
の
と
お
り
均
等
割

額
を
軽
減
し
ま
す
。

問
青
森
県
県
土
整
備
部　

河
川

砂
防
課

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
６
７
０

FAX
０
１
７
（
７
３
４
）
８
１
９
１

＊

e-m
ail

（kasensab
o@

pref.aom
ori.lg.jp

）

※
ど
ち
ら
も
登
録
は
無
料
で
す

が
、
別
途
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か

か
り
ま
す

（
25
年
度
ま
で
は
左
記
の
と
お
り
）

※
⑴　

33
万
円
＋
《
24
万
５
千

円
×
被
保
険
者
の
数
（
世
帯
主

を
除
く
）》
以
下

※
⑵　

33
万
円
＋
（
35
万
円
×

被
保
険
者
の
数
）
以
下

◎
被
保
険
者
の
基
礎
控
除
後
の

所
得
が
58
万
円
以
下
の
人
は
、

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
軽
減

　

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
船

員
保
険
、
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
な
ど
で
す

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
左

記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

災
害
が
起
き
る
前
に
備
え
ま
し
ょ
う

各
種
警
戒
情
報
の
通
知
サ
ー
ビ
ス
に
ご
登
録
を

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

1土砂災害警戒情報メール
　大雨警報・土砂災害警戒情報が発表されたことを
お知らせします

＊登録先ＵＲＬ（https://www.dosya-keikai.pref.
　　　　　　　　aomori.jp/registmail/index.html）

2洪水お知らせメール
　河川の水位が上昇した時にお知らせします

＊登録先ＵＲＬ（http://www.pref.aomori.　
　　　　　　　　　　　lg.jp/i/index2.html）

　登録後、「登録手続きのお知らせ」と
いうメールが送信されます。
　このメールに『返信』することにより、
本登録が完了します。

の
後
も
女
性
の
進
学
な
ど
に

対
し
て
「
女
だ
か
ら
必
要
な

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
社

会
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
最

近
に
な
っ
て
認
め
ら
れ
た
偉

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

16
世
紀
頃
に
活
躍
さ
れ
た

蘭ナ
ン
ソ
ロ
ン

雪
軒
と
い
う
女
性
も
そ
の

中
の
一
人
で
す
。
こ
の
女
性

は
「
韓
国
の
紫
式
部
」
と
し

て
最
近
に
な
っ
て
認
め
ら
れ

た
作
家
で
す
。
こ
の
方
は
20

代
後
半
に
若
く
し
て
亡
く
な

り
ま
し
た
が
、
女
性
と
い
う

理
由
だ
け
で
彼
女
の
作
品
が

捨
て
ら
れ
た
た
め
、
現
存
す

る
作
品
は
少
な
い
よ
う
で

す
。

　

現
在
で
は
韓
国
女
性
は
物

事
を
は
っ
き
り
言
う
強
い
女

性
が
多
く
、
日
本
で
も
多
く

活
躍
さ
れ
て
ま
す
。し
か
し
、

過
去
に
は
こ
の
よ
う
な
歴
史

も
あ
っ
た
の
だ
と
勉
強
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
の
紙
面
を
通
じ
て
幾
度

か
韓
国
の
儒
教
に
触
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
も
儒
教
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

韓
国
の
儒
教
に
つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
す
る
な
ら
「
目

上
を
敬
う
」
こ
と
で
す
。

　

両
親
や
祖
父
母
は
も
ち
ろ

ん
、
年
齢
や
役
職
が
上
の
人

な
ど
、
自
分
よ
り
も
目
上
の

人
を
尊
重
す
る
こ
と
は
子
ど

も
の
と
き
か
ら
教
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
の
よ

う
な
外
国
人
で
も
関
係
な
く

適
応
さ
れ
ま
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
儒
教
に
も
、
過
去
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
男

尊
女
卑
」
で
す
。

　

男
尊
女
卑
の
考
え
方
が
薄

れ
始
め
た
の
は
北
朝
鮮
と
の

朝
鮮
戦
争
後
で
し
た
が
、
そ

韓国の紫式部と呼ばれる
「蘭雪軒」の銅像

Rokkasho information 村からのおしらせ

均等割額
４０，５１４円

【被保険者全員が納める額】

＜保険料の決まり方＞

✚

保険料額
均等割額＋所得割額
【限度額５７万円】

所得割額
所得（※）×７.41％

【所得に応じて納める額】

※所得とは…基礎控除後
　の所得で、前年の総所
　得金額などから基礎控
　除額（33 万円）を差し
　引いた額です

世帯の所得額の合計 軽減割合

33 万円以下かつ被保険者全員の年金収入が
年額 80 万円以下（その他の各種所得がない） ９割

33 万円以下 ８. ５割

33 万円＋（24 万５千円×被保険者の数）以下（※ 1） ５割

33 万円＋（45 万円×被保険者の数）以下（※ 2） ２割

※ドメイン指定などによるメール受信制限
　の設定を行っている場合は、下記アドレ
　スの受信許可設定をしてください

◎大雨警報
　（kisyou@dosya-keikai.pref.aomori.jp）
◎警戒情報
　（alarm@ dosya-keikai.pref.aomori.jp）
◎洪水お知らせメール
　（floodinfo@bousai.pref.aomori.jp）

⬇ ⬇

◇
国
際
交
流

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

◆三沢市
◎寺山修司記念館フェスティバル
　2014 ／春
日時　５月３日土～５日月
場所　寺山修司記念館 
問寺山修司記念館
☎ 0176（59）3434
◎みさわ桜まつり
日時　４月 29 日火～５月６日火
　　　　（点灯期間）
場所　中央公園（三沢市桜町）
問（一社）三沢市観光協会 
☎ 0176（59）2311

◆七戸町
◎四市三郡七戸桜花柔道大会
　50 周年記念講演会
日時　４月 19 日土　午後３時 ~
　　　午後５時（開場 午後２時）
場所　七戸農村環境改善センター
　　　柏葉館
＊演題　「人生の金メダル」
　（講師　全日本柔道連盟強化委員長

平成 26 年度固定資産税に係る
縦覧について

自己の所有する土地・家屋の価格（評
価額）を他の土地・家屋と比較するこ
とができるよう縦覧帳簿を次のとおり
公開します。

■縦覧期間　４月１日 ~ ５月 31 日　
午前９時～午後４時（土日・祝日を除く）
■縦覧場所　税務課
■縦覧できる人　固定資産税の納税者

（同一世帯人、代理人、納税管理者を含む）
■縦覧できる事項
◎土地　所在地、地目、地積、価格（評
　価額）
◎家屋　所在地、家屋番号、建築年、
　種類、構造、床面積、価格（評価額）

問税務課　固定資産税係
☎ 72―2111

国士舘大学体育学部教授　斉藤仁 氏） 
＊入場料　無料
問七戸柔道協会　新谷 
☎ 0176（22）5636

◆六戸町
◎ろくのへ春まつり
日時　４月下旬～５月上旬
場所　舘野公園（奥入瀬川むつみ
　河川公園付近）
問六戸町観光協会（役場産業課内） 
☎ 0176（55）3111（内線 154）

◆十和田市
◎十和田市現代美術館　企画展

「そらいろユートピア」
日時　４月 19 日土～９月 23 日火
場所　十和田市現代美術館
問十和田市現代美術館
☎ 0176（20）1127
◎十和田市春まつり
日時　４月 20 日日～５月５日月
場所　十和田市官庁街通り　他
問（一社）十和田市観光協会 
☎ 0176（24）3006
◎春の駒っこランドまつり
日時　５月３日土～６日火
場所　駒っこランド
問馬事公苑称徳館 
☎ 0176（26）2100

◆小坂町（岩手県）
◎康楽館常打芝居
日時　４月 19 日土～ 12 月 23 日火
場所　康楽館
問康楽館　☎ 0186（29）3732

上十三・十和田
湖広域定住自立
圏市町村のイベ
ント情報です
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村からのおしらせ

村
教
育
委
員
会
で
は
４
月
か
ら
新
施
策
を
始
め
ま
す

小
・
中
学
生
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
申
請
を
お
忘
れ
な
く

村
の
い
ろ
い
ろ
、
載
っ
て
ま
す

『
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
発
行

　

村
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
全
て
を
対

象
に
「
学
校
給
食
費
を
無
料
化
」

し
ま
す
。

　

こ
の
無
料
化
に
よ
り
、
子
育
て

世
代
の
保
護
者
の
教
育
費
に
か
か

わ
る
家
計
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
安
全
で
安

心
な
村
内
の
新
鮮
野
菜
を
食
材
と

し
て
大
い
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
地
産
地
消
を
高
め
、
村
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
無
料
化
の
対
象
と
な
る
人

村
内
全
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
（
区
域
外
就
学
も
含
む
）

■
必
要
書
類

　

申
請
書
な
ど
を
作
成
の
上
、
学

校
を
経
由
し
て
、
村
教
育
委
員
会

に
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
の
手
続
き
は
４
月

中
に
終
了
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

1学
校
給
食
費
無
料
化

　

村
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
小
・

中
学
校
へ
新
し
く
入
学
す
る
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
そ
の
保
護

者
に
対
し
、
入
学
時
に
か
か
る
支

度
費
用
と
し
て
「
入
学
祝
金
」
を

給
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の

保
護
者
の
教
育
費
に
か
か
わ
る
家

計
の
負
担
を
軽
減
し
、
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

■
給
付
の
対
象
と
な
る
人

村
内
全
小
・
中
学
校
へ
入
学
し
た
、

新
一
年
生
の
保
護
者
（
区
域
外
就

学
も
含
む
）

■
必
要
書
類

　

申
請
書
な
ど
を
作
成
の
上
、
村

教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
の
手
続
き
は
４
月

中
に
終
了
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

2入
学
祝
金

　

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
け
れ
ど
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
、

○
○
の
届
出
を
し
た
い
け

れ
ど
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
、
簡

単
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ

れ
ば
い
い
の
に･･･

と
言

う
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

に
お
答
え
し
て
こ
の
度
『
六

ヶ
所
村
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
、
役
場
の
業
務
内
容
の

紹
介
や
各
種
手
続
き
、
公

共
施
設
案
内
な
ど
の
行
政

情
報
の
他
に
、
地
域
の
情

報
や
医
療
関
係
の
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
や
、
こ
れ
か

ら
村
に
住
ま
れ
る
人
な
ど
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
他

に
も
、
泊
・
平
沼
支
所
や

公
民
館
な
ど
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
情
報
政
策
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
５
３
）

1
消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

2
引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収

（
国
・
地
方
）
は
全
て
、
社
会

保
障
財
源
化
さ
れ
ま
す

3
円
滑
か
つ
、
適
正
な
転
嫁
に

ご
理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
あ

た
っ
て
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が

円
滑
か
つ
適
正
に
転
嫁
で
き
る

よ
う
、
転
嫁
、
広
告
・
宣
伝
、

価
格
表
示
、
便
乗
値
上
げ
な
ど

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
が
あ
る
と
き
は
、
左

記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
地
方
税
に
関
す
る
こ
と

問
青
森
県
上
北
地
域
県
民
局　

県
税
部　

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
２
４
１

＊E-m
ail

（TO
-KEN

ZEI@
pref.

aom
ori.lg.jp

）

■
消
費
税
価
格
の
転
嫁
に
関
す

る
こ
と

問
消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
２
０
０
―
１
２
３

皆さんの暮らしに
お役立てください

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会　

学
務
課　

☎
７
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
～
２
５
５
）

申請の流れ

①書類作成・申請

②とりまとめ
・提出 ③決定通知

保護者

村教育委員会

小・中学校

申請の流れ

保護者村教育委員会

①申請書提出

②給付

４
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
が
８
％
に

変
わ
り
ま
し
た⬅消費税 ４％

５％

地方消費税 １％

８％

消費税 6.3％

地方消費税 1.7％

＊地方消費税とは
　国税である消費税と同
様に、事業として行なっ
た商品の販売、サービス
の提供などの国内取引や
外国貨物の引き取りに対
して、課税される都道府
県税です

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収

社会保障の充実
　（待機児童の解消、医療介護
  　サービスの充実など）

社会保障の安定化
・年金国庫負担２分の１など
・後代への負担の付け回しの軽減
・消費税率引き上げに伴う社会
　保障支出の増

今まで
平成 26 年

４月１日から) )( (

Rokkasho information
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農業委員会だより

　平成 26 年第３回農業委員会
総会が２月 20 日木に役場分庁
舎３階大会議室で開催され、下
記案件が議決・承認されました。

■報告第６号　農地法第５条第
１項の規定による農地転用届出
について

２件　3,226㎡
■報告第７号　贈与税納税猶予
及び不動産取得税徴収猶予に関
する証明（農業経営）について
■議案第４号　農地法第３条第
１項の規定による許可申請につ
いて� ２件　3,650㎡
■議案第５号　農地法第５条第
１項の規定による農地転用許可
申請について

１件　4,814㎡
■議案第６号　農用地利用集積
計画について

１件　195,550㎡
■議案第７号　六ヶ所村農業委
員会職員の人事異動について

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第３条許可
申請についての記載例などは窓口
にあります
　第４回農業委員会総会は３月
20 日木に開催されました
　今月の総会は、平成 26 年４月
18 日金に開催予定です

問農林水産課　藤村
☎ 72―2111（内線 327）

■
加
入
の
条
件

＊
①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
、
②
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
、
③
60
歳
未
満

の
人
な
ら
、
誰
で
も
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
農
業
経
営
者
は
も
と
よ
り
、

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族

農
業
従
事
者
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の

権
利
名
義
を
持
た
な
い
施
設
経

営
や
畜
産
経
営
の
農
業
者
も
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
加
入
時
は
、
付
加
年
金
の
加

入
も
必
要
と
な
り
ま
す
（
月
額

４
０
０
円
）

　

詳
細
な
ど
は
、
左
記
ま
で
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会（
農
林
水
産
課
内
）

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
３
２
７
）

　

野
山
が
乾
燥
し
て
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

県
で
は
４
月
10
日
か
ら
６
月

10
日
ま
で
を
「
山
火
事
防
止
運

動
強
調
月
間
」
と
定
め
、
山
火

事
防
止
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ

て
、
広
く
県
民
に
山
火
事
防
止

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
は
、
た
ば
こ
火
や
た

き
火
の
不
始
末
に
よ
っ
て
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
県
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
お
互
い
に
注
意
し
て

山
火
事
を
防
止
し
、
大
切
な
森

林
を
未
来
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ

う
。

む
つ
相
談
室
を
廃
止
）。

　

消
費
生
活
相
談
は
、
役
場
総

務
課
ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▪
六
ヶ
所
村
役
場　

総
務
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

▪
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

＊
お
住
ま
い
の
市
町
村
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７
０

▪
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
３
３
４
３

問
青
森
県
環
境
生
活
部　

県
民

生
活
文
化
課　

消
費
生
活
グ
ル

ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
０
９

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
加
入
し

て
い
る
国
民
年
金
の
支
給
額

は
、
40
年
加
入
で
１
人
月
額

６
万
５
５
０
０
円
、
夫
婦
２
人

で
は
月
額
13
万
千
円
、
年
額
で

約
１
５
７
万
円
で
あ
り
、
老
後

は
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と

は
い
え
ず
、
老
後
の
生
活
費
は

自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
国
民
年

金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
ま
す
が
、
専
業
農
家
の
方

は
国
民
年
金
だ
け
の
受
給
と
な

り
ま
す
。

　

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え

る
た
め
に
も
、
農
業
者
年
金
へ

の
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

入札情報（１・２月分）

№ 事業名 契約業者名 契約額〔税込〕

1 自主放送機器同録装置購入 ㈱ＮＴＴ東日本ー青森 288 万 7500 円

2 （仮称）総合医療福祉施設整備事業
備品購入（一般備品その 11） 橋本電化センター 136 万 2900 円

3 （仮称）総合医療福祉施設整備事業
備品購入（一般備品その 12） ㈲赤沼商販 283 万 5000 円

問財政課　☎ 72―2111（内線 244）

　

青
森
銀
行
の
伊
藤
嘉
將
六
ヶ

所
支
店
長
が
３
月
11
日
、
尾
駮

小
学
校
（
千
葉
信
親
校
長
、
児

童
２
３
１
人
）
を
訪
れ
、
図
書

購
入
費
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、
青
森
銀
行
創

立
70
周
年
を
記
念
し
て
行
な
わ

れ
た
「
ア
オ
モ
リ
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
」
へ
多
数
応
募
し
て
く
れ

た
学
校
と
し
て
、
尾
駮
小
に
図

書
購
入
費
５
千
円
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
伊
藤
支
店
長
は
「
子
ど

も
た
ち
に
は
も
っ
と
活
字
に
親

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

寄
贈
式
で
は
、
伊
藤
支
店
長

か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
千
葉

校
長
は
「
寄
付
金
や
コ
ン
テ
ス

ト
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く

の
は
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
し

ま
し
た
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

平
成
25
年
度
に
保
険
料
納
付
を

猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
26
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人

へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番

号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
は
が
き

形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
人
は
、
こ
の
は
が
き
に
必

要
事
項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
26
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
（
在
学
証
明
書
、

学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）。

　

た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学

校
な
ど
に
変
更
が
あ
る
人
に
つ

い
て
は
、
こ
の
は
が
き
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
通
常
の
申
請
書
に
在
学
証

明
書
な
ど
を
添
付
し
て
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
26
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
む
つ
年
金
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
む
つ
年
金
事
務
所
（
お
客
様

相
談
室
）

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

問
福
祉
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座

振
替
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
県
税
の
納
税
は
便

利
で
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税

①
個
人
事
業
税

（
８
月
、
11
月
納
期
分
〈
定
期

賦
課
分
〉）

②
自
動
車
税

（
６
月
納
期
分
〈
定
期
賦
課
分
〉）

③
法
人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
な
ど

（
中
間
申
告
、
確
定
申
告
分
）

④
軽
油
引
取
税

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
申
告
分

〈
徴
収
猶
予
分
を
除
く
〉）

※
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
が

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

口
座
振
替
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
振
替
日

①
個
人
事
業
税
、
②
自
動
車
税

（
納
期
限
の
日
）

③
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
④
軽
油
引
取
税
（
申
告

期
限
の
翌
月
25
日
）

■
申
込
期
限

①
個
人
事
業
税
〈
８
月
中
旬
〉

②
自
動
車
税
〈
４
月
30
日
〉

③
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
④
軽
油
引
取
税
〈
申
告

期
限
の
日
〉

■
申
込
方
法

納
税
者
本
人
の
通
帳
と
預
金
届

出
印
を
お
持
ち
の
上
、
取
扱
金

融
機
関
ま
た
は
各
地
域
県
民
局

県
税
部
の
窓
口
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課
（
十
和
田
市
）

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
５
）

　

県
で
は
、
消
費
者
安
全
法
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
機
能
強
化

を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
各
相
談
室
を
集
約
し

ま
し
た
（
弘
前
、
八
戸
お
よ
び

伊藤支店長㊨から目録を受け取る千葉校長

青
森
銀
行
が
尾
駮
小
へ

「
図
書
購
入
費
」
を
寄
付

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
申
請
に
つ
い

て農
業
者
の
皆
さ
ん

農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

４
月
10
日
か
ら
６
月
10
日
は

山
火
事
防
止
運
動

強
調
月
間
で
す

県
税
口
座
振
替
制
度
の

お
知
ら
せ

　今年のたのしむべ！フェスティバルは５
月 10 日、11 日の２日間。賑やかな雰囲気
の中でマラソンを楽しみたいキッズたちを
募集します！
■日時　５月 10 日土　13：00　開会式
　（大会受付　12：00 ～ 12：50）

■場所　大石総合運動公園　競技場
■参加料　1,000 円
■参加資格　小学生以下の子ども
■参加申込締切　４月 18 日金【必着】
＊各部門１～３位まで賞状・メダル・副
　賞あり。また、特製スポーツタオルが
　参加全員に配布されます
＊参加には事前の申し込みが必要です。
　申込用紙は村ＨＰまたは事務局に備え
　付けています

問申込先　六ヶ所村観光協会
事務局（商工観光課内）
☎ 72―2111（内線 264）

たのしむべ！キッズマラソン
2014 を開催します

 Rokkasho News and Information
25 年度の税金は納めましたか？
平 成 25 年 度 の 各 税 に つ い て は、 す

でに最終納期限が過ぎております。
　滞納処分の対象となりますので、早めに
納めるようにしましょう。
問税務に関するご相談・問い合わせ
　税務課　徴収対策室
　☎ 72―2111（内線 123・124・128）

！
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戸籍の窓
■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
前
期

■
日
程　

６
月
（
試
験
地
）

14
日
土
（
弘
前
市
・
八
戸
市
）

15
日
日
（
青
森
市
・
十
和
田
市
）

21
日
土
（
む
つ
市
）

22
日
日
（
五
所
川
原
市
）

28
日
土
（
弘
前
市
・
八
戸
市
）

29
日
日
（
青
森
市
・
十
和
田
市
）

■
種
類　

甲
、
乙
、
丙

■
願
書
受
付
期
間
（
申
請
方
法
）

（
電
子
）
４
月
21
日
～
５
月
６
日

（
書
面
）
４
月
24
日
～
５
月
９
日

◇
後
期
第
１
回

■
日
程　

11
月
（
試
験
地
）

８
日
土
（
弘
前
市
・
八
戸
市
）

９
日
日
（
青
森
市
・
十
和
田
市
）

15
日
土
（
む
つ
市
）

16
日
日
（
五
所
川
原
市
）

29
日
土
（
弘
前
市
・
八
戸
市
）

30
日
日
（
青
森
市
・
十
和
田
市
）

■
種
類　

甲
、
乙
、
丙

■
願
書
受
付
期
間
（
申
請
方
法
）

（
電
子
）
９
月
21
日
～
30
日

（
書
面
）
９
月
24
日
～
10
月
３
日

◇
後
期
第
２
回

■
日
程　

27
年
２
月
（
試
験
地
）

28
日
土
（
青
森
市
・
八
戸
市
）

■
種
類　

甲
、
乙

■
願
書
受
付
期
間
（
申
請
方
法
）

（
電
子
）
27
年
１
月
３
日
～
13

日
、（
書
面
）
１
月
６
日
～
16
日

■
消
防
設
備
士
試
験

◇
前
期

■
日
程　

８
月
（
試
験
地
）

23
日
土
（
八
戸
市
）

24
日
日
（
青
森
市
）

■
種
類　

甲
、
乙

■
願
書
受
付
期
間
（
申
請
方
法
）

（
電
子
）
７
月
５
日
～
14
日

（
書
面
）
７
月
８
日
～
17
日

◇
後
期

■
日
程　

27
年
２
月
（
試
験
地
）

21
日
土
（
八
戸
市
）

22
日
日
（
青
森
市
）

■
種
類　

甲
、
乙

■
願
書
受
付
期
間

（
電
子
）
27
年
１
月
３
日
～
13

日
、（
書
面
）
１
月
６
日
～
16
日

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
青
森
県
支
部

（
〒
０
３
０
―
０
８
６
１　

青
森

市
長
島
２
―
１
―
５　

み
ど
り

や
ビ
ル
４
階
）

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
１
９
０
２

問
六
ヶ
所
消
防
署

☎
７
２
―
２
３
０
１

■
実
施
期
間

４
月
14
日
月
～
４
月
20
日
日

■
統
一
標
語

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

【
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

◎
３
つ
の
習
慣

❶
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す◎
４
つ
の
対
策

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る❷
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る

❸
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る

❹
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

六ヶ所村の人口
（２月 28 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,735 － 15
女 5,108 － 7
計 10,843 － 22

世帯数 4,582 － 2

大
お お ま

間　琉
りゅうせい

聖（賢治）尾駮レイクタウン

新
にいやま

山　聖
せ な

那（竜二）泊

柳
やなぎだ

田　悠
ゆ う と

翔（義和）尾駮レイクタウン

浦
う ら た

田乃
の の か

ノ華（卓治）尾駮レイクタウン

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

２月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 72―2111（内線 117）

Information Square

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
４
月

中
に
順
次
、
新
し
い
青
森
県
版

の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業

所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

お
届
け
の
際
に
回
収
し
ま
す
の

で
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
回
収
し
た
電
話
帳
は
、
地

球
環
境
保
護
や
資
源
の
有
効
活

用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の

原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
在
な
ど
で
配
達
員
に
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

左
記
の
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
後
日
、
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

☎
０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

　

高
瀬
川
河
川
事
務
所
で
は
、

河
川
愛
護
意
識
の
普
及
と
身
近

な
河
川
情
報
な
ど
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

高
瀬
川
や
小
川
原
湖
に
関
す
る

地
域
住
民
か
ら
の
情
報
提
供

や
、
河
川
に
つ
い
て
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
の
通
報
な
ど

（
月
に
１
度
の
定
期
お
よ
び
随
時
）

■
活
動
地
区

高
瀬
川
河
口
か
ら
小
川
原
湖
周

辺
の
中
で
、
委
嘱
さ
れ
る
人
が

日
常
的
に
接
す
る
地
区

■
応
募
資
格　

高
瀬
川
や
小
川

原
湖
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

河
川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、
日

常
生
活
の
中
で
知
り
得
た
情
報

を
提
供
で
き
る
人
で
、
近
接
に

居
住
す
る
人
（
満
20
歳
以
上
、

男
女
不
問
）

■
募
集
人
員

六
ヶ
所
村
・
東
北
町
で
各
１
人

■
手
当　

月
額
４
５
０
０
円
程

度
の
予
定
（
平
成
25
年
度
実
績
）

■
委
嘱
期
間

平
成
26
年
７
月
１
日
～
27
年
６

月
30
日
ま
で
の
１
年
間

■
申
込
方
法　

履
歴
書
お
よ
び

「
自
分
と
小
川
原
湖
と
の
か
か

わ
り
」
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述

し
た
も
の
（
任
意
様
式
）
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

５
月
９
日
金
【
必
着
】

問
応
募
先　

国
土
交
通
省　

高

瀬
川
河
川
事
務
所　

用
地
課

（
〒
０
３
９
―
１
１
６
５　

八
戸

市
石
堂
三
丁
目
７
―
10
）

☎
０
１
７
８
（
28
）
７
１
３
５

（
内
線
２
３
１
）

お悔やみ申し上げます

佐々木久雄　59 才（尾駮浜）
樋口　政子　85 才（泊）
種市　ミキ　89 才（泊）
渡部　孝子　88 才（平沼）
沼尾　たか　88 才（室ノ久保）
澁谷　俊之　78 才（庄内）
田中マツノ　93 才（千歳平）
目代　由松　95 才（泊）
駒井　定雄　83 才（内沼）
橋本由次郎　81 才（平沼）

＊先月号「戸籍の窓」掲載の氏名
が間違っていましたので、訂正し、
お詫び申し上げます。
◎ご結婚おめでとう
藤嶋　桂祐（倉内）→藤嶋　佳祐
赤石かおり（泊）

■
会
場

文
化
交
流
プ
ラ
ザ「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
チ
ケ
ッ
ト

５
０
０
円
（
全
自
由
席
）

※
小
学
生
以
下
無
料

■
備
考　

チ
ケ
ッ
ト
は
ス
ワ
ニ

ー
、
遠
田
秋
月
堂
（
泊
）
で
好

評
発
売
中
で
す

■
協
賛　

㈲
遠
田
秋
月
堂

問
遠
田
秋
月
堂

☎
７
７
―
２
３
２
１

※
18
時
以
降
は
川
俣
ま
で

☎
０
４
２
―
７
６
０
―
２
８
６
４

　

六
ヶ
所
村
泊
出
身
の
遠
田
歌

子
さ
ん
が
、
自
身
の
歌
手
生
活

30
周
年
の
節
目
に
、
ス
ワ
ニ
ー

で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」「
花
は

咲
く
」
な
ど
、
誰
も
が
知
る
名

曲
や
聞
き
覚
え
の
あ
る
歌
を
美

し
い
ソ
プ
ラ
ノ
で
披
露

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
26
日
土

（
開
場
）
午
後
１
時
30
分

（
開
演
）
午
後
２
時

Information Square
六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

平
成
26
年
度
危
険
物
取

扱
試
験
な
ど
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話

帳
を
発
行
し
ま
す

４
月
14
～
20
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動

期
間
で
す

《平成 26 年度 自衛官を募集します》

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日
試験
場所

（予定）

技術海上幹部・航空幹部 大卒 38 歳未満の人 ４月 25 日金～
５月 16 日金

６月 30 日月
別
途
各
人
に
連
絡
し
ま
す

技術海曹・空曹 20 歳以上で国家免許資格取得者 ６月 27 日金

幹部候補生（一般・飛行）22 歳以上 26 歳未満の人
（修士課程修了者は 28 歳）

２月１日土～
４月 25 日金

〈１次試験〉
５月 10 日土　筆記試験
５月 11 日日　筆記式操縦適性

検査（飛行要員のみ）

自衛官候補生（男子）
18 歳以上 27 歳未満の人

年間を通じて
行っています 受付時にお知らせします

自衛官候補生（女子） ８月１日金～
９月９日火

９月 25 日木～ 29 日月の
いずれか１日を指定

＊応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なっていますので、　それぞれの募集要項で確認してください

〒 033―0037　三沢市松園町三丁目６―16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園店隣）
問自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　☎・FAX　0176（53）1346　（平日　午前８時 45 分～午後５時 30 分）
　E-mail　aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

ご結婚おめでとう

　今月は
　ありません

デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
記
念　

チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

『
遠
田
歌
子
♪ 

夢
の
種

ま
き
』
～
ふ
る
さ
と
六
ヶ
所

に
歌
の
花
を
咲
か
せ
た
い
～

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館 新刊案内
問 72―3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/
日・曜 行事名 時　間 場　所

1 火

2 水

３ 木

４ 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

５ 土

6 日

7 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

8 火

１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳児健診にてブックスタート 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

9 水

10 木

11 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

12 土

13 日

14 月
スワニー・図書館・郷土館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

15 火

16 水

17 木
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 13:00 ～ 13:15 保健相談センター

18 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

19 土

20 日

21 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

22 火
ワッ歯ッ歯！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

23 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

24 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

25 金

26 土

27 日

28 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

29 火

30 水

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

＊ＹＡ（ヤングアダルト）とは―『若い大人』で
　ある 10 代におすすめしたい本です

小学生の時に同級生のかないくんが死ん
だ。ホスピスに入った絵本作家のおじい
ちゃんが、そのことを突然思い出し、絵
本を描きはじめたが、どう終えればいい
のか分からないと言い…。

かないくん
谷川 俊太郎 （作）

 松本 大洋 （絵）
＜一般＞

登山をするのは午前中だけ、午後はたっ
ぷりと休養を取る。そんな「年寄り半日
仕事」作戦により、80 歳でエベレストに
登頂した三浦雄一郎が、健康の秘訣を紹
介。息子で副隊長の三浦豪太による登頂
記なども収録。

「年寄り半日仕事」の
すすめ 

三浦 雄一郎 （著）
＜一般＞

キャベツとレタス、みかんとなつみかん、
シャーベットとアイス、バターとマーガ
リン…。どこがどう、違う？ 子どもたち
が間違えやすい食品を比べ、その違いを
イラストでくわしく解説します。

たべものくらべっこ
えほん
高岡 昌江 （文）、 柳沢 幸江 （監修）
すがわら けいこ （絵）＜児童＞

ミミズを食べても大丈夫？ 数字は永遠に
つづく？ どんなふうに恋に落ちるの？ 科
学、哲学、社会、スポーツなど、子ども
たちが投げかけた身近な疑問に、ドーキ
ンス、チョムスキーなどの世界的な第一
人者が答える。

世界一素朴な質問、
宇宙一美しい答え
　ジェンマ・エルウィン・

ハリス （編）＜ＹＡ＞

 村のスケジュール４月

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報、❹写真
20 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑦味めぐり

7 時
05 ❶広報、❹写真、❺防災
30 ロックＴＶのお知らせ

❻モニタリング情報８時 00

9 時

00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④バレエ

10 時

15 ❶広報、❹写真
35 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
50 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③ 119

11 時
20 ❶広報、❹写真、❺防災
45 ロックＴＶのお知らせ

❻モニタリング情報12 時 00

13 時

00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤六人

14 時
15 ❶広報、❹写真
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　①東北大学

15 時

05 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥ワールド
50 ❶広報、❹写真

16 時

10 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
25 ❶広報、❹写真、❺防災
50

ロックＴＶのお知らせ
❻モニタリング情報

17 時 00

18 時 00

19 時 00

20 時
00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②ながいものおさけ

21 時

00 ❶広報、❹写真
20 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥ワールド

22 時

05 ❶広報、❹写真
25 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤六人
55 ❷まだ×２新米　60th（16 日～ 61th）

23 時
10 ❶広報、❹写真、❺防災
35

ロックＴＶのお知らせ
❻モニタリング情報

０時
I

６時

00

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、４月
は以下の番組を放送しますので、ぜひご覧くだ
さい。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見
　ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ４月（前半・後半）
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行
事予定）、ごみの収集日程などを文字放送でお
知らせします。

❷まだ×２ 新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目のカメラマンが取材・編集した村
のトピックス（話題）をお届けします。
▶ 60th（１～ 15 日放送分）
①千歳平保育所卒園式（３月 19 日収録）、②
泊小学校卒業証書授与式（３月 20 日収録）を
放送します。
▶ 61th（16 ～ 30 日放送分）
①尾駮保育所入所式（４月１日収録）、②千歳
平小学校入学式（４月７日収録）、③第二中学
校入学式（４月７日収録）を放送します。

❸ア・ラ・カルト BOX（30 分）
①大学院へいらっしゃい　東北大学大学院工学
　研究科量子エネルギー工学専攻六ヶ所村分室
②ながいものおさけ―六趣醸造工房―
③ 119　こちら六ヶ所消防署
④豊かな心を育む芸術～春日井バレエダンス
　ギャラリー
⑤六人～フリーアナウンサー　遠田恵子～
⑥ワールドバラエティアワー　韓国＆ドイツの巻
⑦ろっかしょ味めぐり～春の山菜～

❹写真で巡るろっかしょ

❺防災お役立て情報！
　
❻青森県環境放射線モニタリング

※番組では一部内容を変更して放送する場合が
　あります

問情報政策課　☎ 72―2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

４月の番組表

新しい年度が始まりましたね。広報を担当して２年、さまざまなことを感じながら毎月広報を発行してきました。広報を担当している今だからこそ、
村の今に触れられるのはうれしいこと。もっと深く、村の魅力を掘り起こしていきたいです。中々成長が感じられない私ですが亀の歩みで一歩一歩、
前進して行こうと思います。今年は咲き誇る桜が、村の春、そしてこの春に新しい一歩を歩む人たちの道を鮮やかに彩ってくれることを願います（能登）
●この度、3 年の任期が満了し広報の仕事を卒業することになりました。取材をとおして、さまざまな人に出会い、そこでしか味わえない感動をたく
さん分けていただきました。六ヶ所村に密着してきた 3 年間。本当に貴重な時間でした。私の人生においてこの経験は大切な宝物です。お世話になっ
た皆さま、ありがとうございました（須藤）
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1_ 山の斜面の陽だまりに咲くフクジュソウ。山草ブームで盗掘された
のか、ぽつり、ぽつりと生えていた。残り根から強く逞

たくま

しく命を再生
させた姿に感動を覚えた　2_ 谷

たにあい

間の小川も、雪解け水であふれそう。
早春を急ぐように音を立てて流れる水は身を切る冷たさだ　3_ 陽だま
りに、頭を白く輝かせてフキノトウが咲いていた。小さなちいさな虫
が春の輝く花の中で日向ぼっこしていた〈撮影：尾駮地区〉（山上睦さ
ん〈（公財）環境科学技術研究所〉）

雪解け水が小川いっぱいに滔
とうとう

々と流れ、陽だまりの山里の斜面に花が宿る。

大地のぬくもりを一身に受けて、春を待って咲く。

伝えたい、六ヶ所の風景。
春を待って咲く


